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ちに，私を見つけたのだなあ と・ し思わ れ る話を聞いて ，私はいっそう ，腹 が立ちま た  
そして「私の 村の村長さん ，私を憐れんで 下さったお方だけでも ，本当に生きておられ 
るのかなあ Ⅰと思いました． 
本当に気の毒に 思いながら，私は 何の不自由もしないで ，暮らしていますので ，このよ 
う に素行の悪い   宮子の嫁が，秋のあ とを追って来たことを ，つらく思ったことを ，お話し 
いたしました． 
と立派な奥様が 言いました． 




姉と 私と一緒に暮らしていました・ 姉と 二人っきりで ，どういういきさつでこうしてい 
るのかも，わからないまま ，一緒に暮らしていました． 
けれども，もう 姉も大きくなり ，私が若い娘になって ，二人して暮らしていました． と 
ころが，毎日毎日， 朝早くから，姉さんは ，食事がすむとすぐ ，また，なべをかけて ，大 
きななべでおかゆを 作って，持って ， どこかへ出かけて 行きます． 
私はおかしいなあ と思っていたのでしたが ，あ るとき，姉がどこかへ ，なべを持って 行 
きますので，私はあ とをつけて行きました・すると ，ずうっと，少し 川下寄りのところに ， 
私達の家の近くに ，沼があ ったのですが ，その沼のほとりに ，そのなべを 持って行って ， 
置いてそれから ，こう言いました・ 「 コノ カノサポー ! コノ カノサポー ! 」・というように 
姉が呼びました． 
するとこうなりました・ 沼のまん中が ボ コボコ盛り上がって ，沼のまん中から 大きな蛙 
が，泳いで上がって 来て，陸に上がって 来て，さっきの 大きななべに 入っているおかゆの ， 
その中にその 蛙が入って，そして パクパクパク パク食べていると ，姉はそのなべを 両足の 
間にはさんで 立っていました・その 間，その蛙はそのおかゆを 食べていて，とうとう 食べ
終わると，また 逆もどりして ，大きなおなかをふくらませている 様子で，またもとどおり 
に沼の中 ヘポ チヤン と 跳び込みました． 
その様子を見ましたので ，姉に見つかってはたいへんですから ，すぐまた逃げて 家に帰 
ってきて， もとのとおりにして (Ⅰ 何 くわぬ顔をして ) いました・すると 姉が帰ってきて ， 
一緒に暮らしていました． 
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それからまた 同じように，毎日 姉はしていました・そしてまたあ るとき，姉が 山へ行き 
ました・ 薪 とりに山へ行って 留守でしたので ，前に姉がしたのを 私が見たとおりに ，私は 
大きななべでおかゆをたいて ，煮立って，たった 今，者立っておろした ぼ かりのおかゆを ， 
持って行って ， あ の沼のほとりに 行って， 「コ ソ カノサポー ! コ ソ カノサ ポ 一日と占い 
ますと，沼のまん 中が ボ コボコ盛り上がります ， 
へんなものが 岸に上がって 来ましたのを 見ますと，あ の巨大な蛙です．それが 岸に上が 
って来て，そのなべの 中にピョン と 跳んで， なべの中に入って ， 食べようとしましたが ， 
合 おろしたばかりのな べ ，煮立ったなべをおろして ，持って行ったのですから ，ひどく身 
もだえして，その 蛙はまた，なべの 中からめけ出しました・ 今にも死にそうな 様子で， し 
ずか一に， 沼 まで這って行きました． 
私は笑って笑って 笑って，それからそのなべの 中身を，その 沼の中 ヘ パッとあ けて， そ 
ねから，持って 帰りました・なべを 洗って，それから 状 っていました・ 何もしないでいた 
ふりをしていました． 
すると姉さんが 山から帰ってきて ，また， ( あ の ) 一晩過ごし，翌朝になると ，あ のなべ 
をまた出して ，炊事しました・おかゆを 作りました・たくさんのおかゆを 作って，持って 
また 沼へ 下りて行き，あ の沼の岸まで 行って，なべを 置いて，それから ，「コノ カノサポー ! 
コッ カノサポー @ 」と言いました・すると ，その沼のまん 中の方で，こんな 声がしました． 
「あ んなにこりたこと 一 ! あ んなにこりたこと 一しと l@j 声がしました・すると 今度は， 
姉さんがののしりながらやって 来る声が聞こえました． 
私はまた，姉のあ とからこっそりついて 行っていましたが ，逃げて家に 帰って，もとの 
とおりにして 何 くわぬ顔をしていますと ，姉が入って 来ました・なべを 持って入って 来 ， 
それから，私をさんざもののしります． 
「とんでもない 悪い 妹 ，おまえのやり 方がよかったなら ，こんなに，私の 神様の夫が，あ 
んなことを言 う ものか・ なんらかの悪事をお 前がしたからこそ ， あ のように，私の 神様の 
夫が，こりたと 言うのだから ，も う お前と一緒になどいるものか ! 合，私は逃げて ，お前 
のいないところへ ， どこかに行って 暮らすから，一人で 暮らしな !」と，姉は言いながら ， 
持っているものをかき 集め，全部，持ち 物は全部， 荷 作りして，背負って ，遠くどこかへ 
出て行ってしまいました． 
そのあ とに私は一人で 暮らしているのです・ 姉さんが大きななべで 煮炊きして，蛙に 持 
って行って食べさせるのを ，私は笑ってやりたくて ， 者 立ったおかゆを 作って，持って 沼
へ 下りて行って ，その蛙を身もだえさせて ，蛙がこりて ，姉も逃げて 行ってしまった ， と 
いうお話を，語ったのです． 
と， 妹のほうの若い 娘が言いました  
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この短い昔話は ， きようだい，姉妹の 若い女性がいて ，妹のほうが ，たいへんいたずら 
者で， 姉のやり方に 驚きあ きれたので， 熱いおかゆを 沼のほとりに 持って下りて 行って， 
その食べさせられた 蛙が， もう少しで死にそうになって ， こりたことを ，姉のほうが 怒っ 
たので，出て 行きました， と，いたずら 者の妹のほうが ，彼女自身の 話をしました ， とい
うことを， ただいま私は 語り終わったところです． 
夫婦のあ きれた 話 
よく本当の話の 内容が入っているでしょうか (= うまく録音できているでしょう かパ 
私は立派な長者の 奥様になって ，一緒に暮らしていましたが ，主人も獲物がよくとれて ， 
私達は何も欲しいとも 思いません ( 二何の不足もあ りません ). 私も働き者の 女ですから， 
畠の作物とか ，野草とかを ，沢山とり， 主人も獲物がよくとれるので ， 肉でも， 魚でも， 
野菜でも，食べたいとも 思わず (= 何も食べ物に 不自由せずに ), 一緒に幸せに 暮らしてい 
たのですが，二人の 間に子供がなくて ，それだけをつらく 思っていました・ 
それから， こんな長者を 夫に持っているのに ，子供がなくて 暮らしていることが 不満な 
ので，私は夫に「さあ どうぞ，すぐそこの ，私達の村の 下流の方に，人が 大勢住んでいる 
村があ ります．村のまん 中に，村長さんが 二人の娘さんをもっていて ，年下のほうの 娘さ 
んは， まだ夫がいないそうですから ，その娘さんを ， お 嫁にお迎えなさ @L リと ，毎日毎日 
言っていました・「どうにかして ， 妾をお持ちになって ， お二人の間に 子供ができるのを 
見 ましたら， 私はせめてその 子をかわいがりますから   コと 言いながら， 私は夫に妾を 持
つように勧めて ，私達は暮らしていました・でも 夫は，そんなことは 思いもよらないとい 
うような顔をしていました．そのようにして ，何回も何回も 言い続けていましたら ，夫は 
その下流の村へ 下りて行ってしまいました・そうしているうちに 妾を持ったらしく ， 二か 
月も三か月も ，全然帰って 来ませんでした・こうして 日が経ちました・ 
そうしていたところ ，やっと夫が 帰って来ました・それからまた 夫は狩りをして ， しば 
らく一緒に暮らしていましたが ，また，私は「さあ 早く (下流の村へ n 下りておいでなさい 
ませ．」と言い ， 夫は下りて行って ， また， 一年以上越してしまいました・それからまた 
夫は帰って来て ，また狩りをして ，家に落ち着いて ，狩りをして ，私達は一緒に 暮らして 
いました．けれども ，あ るとき下りて 行きましたところ ，それから二年経っても 三年経っ 
ても帰って来ません． 
聞くところによると ，「も う ，小さい男の 子が生まれて ， よちよち歩きしています つと 
いうことです・それを 聞きますと，私は ， 「せっかく，せめてその 子をかわいがりたいため 
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